










1.目的 

乳児期に,筋緊張亢進やそり返りなどの姿勢異常を呈し,脳性麻痺を疑われながら,結局は

脳性麻痺を残さずに発達していく子は多い。このような子について,3～6 か月時の乳児検

診で検診担当者も判断に迷う場合が多く,脳性麻痺のケースとどのように鑑別していくか

は,いわゆるグレーゾーン対策の一つとして,重要な点である。このようなテーマでの検討

として,昨年度は,主に下肢に障害をきたす痙直型両麻痺のタイプの脳性麻痺になったケー

スと,下肢に筋緊張亢進や異常姿勢を示しながら脳性麻痺にならなかった子との,乳児早期

の徴候の比較検討を行い,自発運動パターンが鑑別に重要であることを報告したが,今回は,

アテトーゼ型脳性麻痺と,それに類似する徴候を乳児早期に示しながら脳性麻痺にならな

かった子(いわゆる transient dystonia の子)とを対比検討し,両者の鑑別点を検討した。 


